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大和ハウス工業（株）,（株）エアロネクスト、（株）NEXT DELIVERY
平時は過疎地域のラストワンマイル物流インフラとして供用可能な、自然災害発
生時の緊急輸送物資のインフラ確保を目的とした地域配送網の提案

令和６年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案の概要

①提案によって解決する地方公共団体が抱える課題イメージ

③課題解決のイメージ・効果

・解決すべき課題：山間部や半島部における自然災害時の道路分断等による孤立地域への物資輸送インフラの確保、少子高齢化の進む過疎地における平時のラストワンマイルの物流インフラの確保、市街地、山間
地のサービス格差の平準化（買い物弱者対策、医療弱者対策）

・想定地方公共団体：過疎地域等の物流弱者、買い物弱者、医療弱者の問題を抱える人口10万人以下の小規模地方公共団体。

その他
【平時】居住する地域による住民サービスレベルの平準化を図ることで人口流出の抑止（税収の確保）、

買い物難民・医療難民対策費用の削減、持続可能な地域物流、地域社会の実現
【災害時】災害用備蓄の最適化、緊急物資の配送時間の短縮（1週間→数時間～半日）
【平時】宅配企業の物流負荷削減・省エネ化/CO2排出量の削減（例：小菅村の場合 宅配トラック10台→6台）
【平時】 買い物弱者、医療弱者の買い物時間の短縮（約3時間→約20分）
【災害時】 安心・安全の確保（自衛隊による物資運搬時間5時間→ドローンにて20分）、生存率向上

関連ニュースリリース
・令和6年能登半島地震におけるドローン関連5社の初期災害
時支援活動について | エアロネクスト - Aeronext｜ ドロー
ン・アーキテクチャー研究所

・松浦市、セイノーHD、エアロネクスト、KDDIスマートドローン、
電通九州がドローンを含む次世代高度技術の活用による
地方創生に向けた連携協定を締結 | エアロネクスト -
Aeronext｜ ドローン・アーキテクチャー研究所

会社名（団体名） ：大和ハウス工業株式会社東京本社
担当部署：建築事業本部Ｄプロジェクト推進室（物流不動産開発）物流ＤＸグループ

担当者：神戸希美子
連絡先（電話番号）：03‐5214‐2205

・過疎地域対策として、自然災害時の道路分断による孤立における緊急輸送物資のインフラ確保、平時ではラストワンマイルにおける無人化配送と
いった物流インフラの確保を目的とした地域配送網の構築のための事業スキームを提案する。

・自治体と連携し、緊急時のドローンを利用した空の地域配送網の構築を検討する。またそれを利用した平時の地域物流の在り方を検討する。
・本事業での提案範囲としてはドローンによる物流手段（TMS等運航計画含む）、無人で受け取れる設備構築技術、物流を管理運営するシス

テムである。
・提案の新規性としては、災害を前提にした物流網を整備する（地域住民の安心・安全の確保）とそれを平時へ転用（地域物流サービスの提

供）するところにある。また無人で受け取れる設備構築技術により、物流の効率化と住民の利便性の向上を図る。

メールアドレス：ⅿ811101@daiwahouse.jp

平時は過疎地域のラストワンマイル物流インフラとして利用し、自然災害発生時は緊急輸送物資のインフラ確保を目的とした地域配送網の整備、運営の提案。

インフラの維持管理・修繕等 / 災害対策・復旧を見据えたインフラ整備・維持管理 / 無電柱化 / スモールコンセッション / グリーンチャレンジ / その他（ ）

【分野】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（災害時の物流インフラ）

【手法】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託 / その他（ ）
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図 提案事業スキーム
（拡大図を次ページに示す）

図 無人宅配設備イメージ
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図 フェーズフリー型の災害物流対策

表 災害時のドローンの有用性

表 災害時のドローン迅速利用に向けた課題
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NEXT DELIVERY 
（平時のドローンを活用した宅配事業等の運営
災害時の緊急物資配送および備蓄最適化オペレーション）

エアロネクスト
（機体・物流ドローン機体の開発・提供）

大和ハウス工業
（無人宅配設備の開発・設置、
無人宅配設備の管理システム開発・運営）

緊急配送網の構築業務委託
無人宅配設備設置委託
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今回の事業提案範囲
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図 提案事業スキーム図


